


古事記オンライン講座開催中！
　　　『日本を元気にする古事記のこころ』

『あなたを幸せにする大祓詞』

　大祓詞（おおはらえのことば）」とは、大祓のときに神前で読み上げる

祝詞（のりと）です。平安時代には毎年６月と 12 月の晦日（月の最終日）

に大祓が行われ、親王をはじめ、大臣以下の百官の男女を朱雀門の前の

広場に集めて、半年の間における罪や穢れを祓い清めました。この大祓

は、今日でも宮中や全国の神社で 6 月と 12 月の最終日に行われていま

す。（本文より引用）

　大祓詞は、利己的な自分を捨て去って、まさにその先祖の天つ神の御

心と一つになる祝詞です。これほど重要な祝詞はないと思います。これ

は天つ神の悲願の祝詞であり、すべての人を幸せにする無限のご慈愛の

大御心なのであります。私たちの本性は、天つ神と全く違わない神性の

心です。

　つまり、私たちはすべての人が、大宇宙の真理である天つ神の御心を

すでに心の中に宿しているのです。私たちの自我の異心を祓ったら何も

なくなり無になることは決してありません。祓った奥に天照大御神、天

つ神、天之御中主神がご鎮座されているのです。これが古い伊勢の信仰

でもあります。そして、その実在を心から信じて、「大祓詞」を奏上してき

たのが私たちの先祖です。（あとがきより引用）
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